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2.16.2. 教員実績概要 
職名： 教授 氏名： 布川博士 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ソフトウェア情報学総論，プログラミング言語構造論，コミュニケーション論，ほかゼミ等 
(b) 研究科担当授業科目 
情報環境デザイン特論，ほかゼミ等 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
ミッションステトメントに基づく研究室の経営，研究成果活用・実課題発掘の為のフィールドワーク．特許出願 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 村上，布川，大谷：感性パラメタを扱う経営組織シミュレータの機能要件定義，日本感性工学会論文誌，第 8
巻 3号（2009 年,4 月）， 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Kobayashi, I., Ooe, H., and Nunokawa, H.: Development of acommunication system using monitoring of 
respiratory sinus arrhythmia (RSA) for persons with severe motor and intellectual disabilities. 
International Proceedings of 10th Congress of European Federation forResearch in Rehabilitation -EFRR-, 
pp. 51-53, Medimond s.r.l., 2009. 
2) Naohito Ogasawara, Kiwamu SATO and Hiroshi NUNOKAWA, THE DESIGN OF A COMMUNICATION MEDIA THAT TRANSMITS 
A FAVOR, INTERNATIONAL CONFERENCE ON KANSEI ENGINEERING AND EMOTION RESEARCH 2010, pp.1417-1425, March 
2010 
3) Kobayashi, I., Nunokawa, H., and Ooe, H.: i-HR System: Analysis and Application of Heart Rate Responses 
for Interaction between Individuals with Severe Motor and Intellectual Disabilities and Others. DVD
Proceedings of HCI International 2009, pp. 936-940, 2009. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 佐藤究, 佐藤奈摘, 小笠原直人, 布川博士，共有ブロックを用いた実物体共有対称型遠隔地作業支援システム，
情報処理学会研究報告, Vol. 2010-GN-75, No. 15, 2010 年 3 月 
2) 佐藤究，中里拓，木戸場裕政，吉澤優，小笠原直人，布川博士，エピソード記憶に基づいた情報検索システム，
平成 21 年度電気関係学会東北支部連合大会予稿集，2009 年 8 月 
3) 畠山卓也，佐藤 究，小笠原直人，布川博士，鏡メタファを用いた実世界指向インタフェースに基づく情報端末，
平成 21 年度電気関係学会東北支部連合大会予稿集，2009 年 8 月 
4) 李雪佳，土屋一也，小笠原直人，佐藤究，布川博士，食事バランスサポートシステムにおけるユーザエクスペリ
エンスの向上に関する研究 ，平成 21 年度電気関係学会東北支部連合大会予稿集，2009 年 8 月 
5) 小笠原直人，佐藤究，布川博士，“対人好意伝達のためのコミュニケーションメディアの設計”，第 11 回日本感
性工学会大会予稿集 2009(CD-ROM), 平成 21 年 9月 
(e) 研究費の獲得 
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z 文部科学省科学研究費 挑戦的萌芽的研究、” 調理における感性の抽出と記録およびその再生に関する研究” 
平成 21 年〜22 年度, 1500 千円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
 該当なし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
入試連絡調整会議委員 
(b) 学部/研究科の委員会 
大学院教務委員会（副委員長） 
(c) 学生支援 
該当なし 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
1) 仙台市情報セキュリティ専門委員会 委員長 
2) 東北経済産業局委託（公募）関連審査委員会委員 
3) 山形県次期ＮＷ詳細設計に係る総合評価審査委員会委員 
(b) 企業・団体などにおける活動 
（財）仙台応用情報学研究振興財団 理事・研究主幹 
（社）宮城県情報サービス産業協会  参与  
東北情報サービス産業懇談会 顧問 
東北 IT 産業推進機構 事務局長 
 
(c) 一般教育 
 該当なし 
(d) 産学連携 
1) 厨房機器制御関連（関西の一部上場企業，関西のベンチャー企業．東北の中小企業） 
2) セントラルキッチン効率化事業関連（東京の一部上場企業，東京のベンチャー企業） 
3) 健康サービス関連（関西の一部上場企業，東北地方の医科系大学） 
4) 電子出版関連（東北のベンチャー企業，東京のベンチャー企業） 
(e) 学会などにおける活動 
1) 日本感性工学会 理事 
2) 日本感性工学会 論文誌編集委員 
3) 日本感性工学会 感性事業部会 部会長 
4) 日本感性工学会 第 10 回大会 実行委員会 
5) 情報処理学会東北支部 評議員 
6) 電子情報数新学期，日本感性工学会、国際会議(KEER2010 等)等 査読 
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(f) その他 
東北情報大学プロジェクト首謀（会津大程研究室，宮城大岡田研究室） 
地方自治体（政令市）の公募への応募（組込みソフトウェアによる厨房機器制御．企業との共同提案） 
中小企業庁の公募への応募（厨房機器による自動調理関連事業の創成．企業との共同提案） 
中小企業庁の公募への応募（厨房機器用オーサリングと事業化．企業との共同提案） 
 
[主な業績] 
１．調理における感性の抽出と記録およびその再生に関する研究 
（１）我々は数年前よりデジタルキッチンの調査研究を行なっている．昨年度（2008FY）は複数の厨房機器製造企業，レストラ
ン（約 200 席を有する東京のレストラン），厨房機器のコンサルコンサルティング会社，電力会社と共に厨房機器用共通通信
プロトコルの設計・実装を行った．本年度（2009FY）は調理感性とデジタルキッチンのデータの記録・保存のシステ
ムの開発を行なった（科学研究費補助金による）．すなわち，取得できるデータを時間の同期をとり，コンピュー
タにマルチメディアデータとして記録する方法を開発した．さらに実現場で実験するために約 5000 食/日の
製造能力を持つセントラルキッチンで実験を行なうための計画作成を行なった．来年度（2010FY）に実際に実験
を行なう予定である． 
（２）以上の成果をもとに，複数の企業との共同研究（一部上場企業を含む）．東北地方の中小企業との共同での公募案件へ
の応募を行なった（当該企業は採択された）．これにより．当該中小企業は大企業との研究レベルの共同開発が可能となった
（これまでは受託開発が主）． 
 
２．経営組織のシミュレ−ションンに関する研究 
（１）具体的な経営判断の事例を複数調査し，それらをこれまで我々が構築してきた記述方法での記述を試
みた．具体的には，ソフトウェアの受発注にかかわるステークホルダーのかかわりと提案の仕方についてま
とめた 
（２）（１）の結果をもとにして，机上でのシミュレーションを行なった． すなわち，それらステークホルダの経
済的な位置づけ，経営的な位置づけ，そこにかかわる技術者の位置づけや地位について経営学，マーケ
ティング，情報系の工学者とともに議論しとりまとめた 
（３）（２）を一つのセッションとして学会でとりまとめと行なった．これにより情報やサービスを商品として提供
する業界のあたらな枠組みを研究する端緒について．また，それを岩手県立大学ソフトウェアの教授が率
先してやっているという印象をあたえ，単にもの作りではないことへのソフトウェア情報学部が貢献するので
あることを示した． 
 
３．21 世紀型の工学・新ソフト系 IT 分野強みを活かした，新たな研究方法および産学連携に向けての活動 
情報技術（IT）は社会の基盤でありライフラインであり，他の領域への応用や，その領域での課題を IT により解決
する方法の提案など，ソリューションの提供は今後のこの領域にとって非常に大きな課題である．これは地域の中
小企業における課題の一つでもある．2009 年度も引き続きこの活動を継続した．具体的な領域としては以下のとお
りである．（１）問いかけに関して言葉や表情で反応できない重症心身障害者の反応を脈拍の変化により解析システ
ム（障害者・障害児教育が専門の大学教員，特許出願した），（２）健康関連サービスへの IT の応用（東北地方の医
科系大学，および東北地方オン大企業），（３）デジタルコンテンツ流通における価値の創造を目的とした電子出版
に関する研究（東北地方のベンチャー企業と共同），（４）感性マーケティングの概念に基づく顧客管理を目的とし
た歯科医向け予約システム（東北地方の開業医と共同），（５）業務用厨房における調理を生産工程と見なし料理の
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効率的製造のシミュレーションと管理システム（チェーンレストラン経営会社，ホテル等経営コンサル会社と共同），
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職名： 講師 氏名： 佐藤 究 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ヒューマンインタフェース，情報環境論 
(b) 研究科担当授業科目 
情報環境デザイン特論 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
研究室内論文発表データベースの改良 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当なし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Naohito Ogasawara, Kiwamu SATO and Hiroshi NUNOKAWA, THE DESIGN OF A COMMUNICATION MEDIA THAT TRANSMITS 
A FAVOR, INTERNATIONAL CONFERENCE ON KANSEI ENGINEERING AND EMOTION RESEARCH 2010, pp.1417-1425, March 
2010 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 佐藤究, 佐藤奈摘, 小笠原直人, 布川博士，共有ブロックを用いた実物体共有対称型遠隔地作業支援システム，
情報処理学会研究報告, Vol. 2010-GN-75, No. 15, 2010 年 3 月 
2) 佐藤究，中里拓，木戸場裕政，吉澤優，小笠原直人，布川博士，エピソード記憶に基づいた情報検索システム，
平成 21 年度電気関係学会東北支部連合大会予稿集，2009 年 8 月 
3) 畠山卓也，佐藤 究，小笠原直人，布川博士，鏡メタファを用いた実世界指向インタフェースに基づく情報端末，
平成 21 年度電気関係学会東北支部連合大会予稿集，2009 年 8 月 
4) 李雪佳，土屋一也，小笠原直人，佐藤究，布川博士，食事バランスサポートシステムにおけるユーザエクスペリ
エンスの向上に関する研究 ，平成 21 年度電気関係学会東北支部連合大会予稿集，2009 年 8 月 
5) 小笠原直人，佐藤究，布川博士，“対人好意伝達のためのコミュニケーションメディアの設計”，第 11 回日本感
性工学会大会予稿集 2009(CD-ROM), 平成 21 年 9月 
 (e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費，挑戦的萌芽研究，調理における感性の抽出と記録およびその再生に関する研究，
\2,300,000 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当なし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
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入試検討委員会，入試委員会（研究科） 
(c) 学生支援 
放送部顧問 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) 仙台応用情報学研究振興財団主任研究員 
(c) 一般教育 
1) 二戸高等看護学院非常勤講師 
(d) 産学連携 
該当なし 
(e) 学会などにおける活動 
1) 座長 FIT2009（第 8回情報科学技術フォーラム） 
2) 査読 感性情報処理学会（3本） 
(f) その他 
該当なし 
 
[主な業績] 
【題目】 
エピソード記憶に基づいた情報検索システム 
【概要】 
 近年ユーザが作成，閲覧するドキュメントやメディアファイルの数や種類は膨大な量になっており，そこから任意
のファイルを探し出すための効果的な情報検索手法が重要になっている．しかし，既存のシステムでは，キーワー
ドや日時，ファイル種別といった直接的で正確な条件での検索を指定するため，過去に利用したファイルにおいて
は，ユーザの忘却により条件が指定できないことがある． 
 本研究ではこのような問題を解決するための，エピソード記憶の概念に基づいた情報検索システムを提案する．
【題目】 
共有ブロックを用いた実物体共有対称型遠隔地作業支援システム 
【概要】 
 実空間での実物体を用いた組み立て作業を遠隔地から支援するシステムとして様々な研究がなされている．しか
し，操作の対称性および，作業対象の対称性の両立には課題が多い． 
そ こで本研究では，自由な形状の作業対象物を完全な同一の実物体として共有可能な対称的作業空間の実現を目的
とした，共有ブロックを用いた遠隔地作業支援システムを提案する．具体的には，作業対象物を構築可能な部品を
双方に用意し,その部品に部品自ら利用者の組み立てを感知し，遠隔地の部品を通じて直感的にユーザに組み立て方
を提示するインテリジェント性を持たせることにより,作業対象物および作業対象への操作の共有を実現し,対称的
な作業空間の共有を行う手法を提案する. 
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職名： 講師 氏名： 小笠原直人 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
メディア論，基礎教養入門，学の世界入門，プロジェクト演習Ⅰ/Ⅱ， 
ソフトウェア演習 A/B/C，メディアシステム演習 A/B/C，メディアシステムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
社会情報システム特論 II 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当無し 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当無し 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当無し 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Naohito Ogasawara, Kiwamu SATO and Hiroshi NUNOKAWA, THE DESIGN OF A COMMUNICATION MEDIA THAT TRANSMITS 
A FAVOR, INTERNATIONAL CONFERENCE ON KANSEI ENGINEERING AND EMOTION RESEARCH 2010, pp.1417-1425, March 
2010 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 佐藤究, 佐藤奈摘, 小笠原直人, 布川博士，共有ブロックを用いた実物体共有対称型遠隔地作業支援システム，
情報処理学会研究報告, Vol. 2010-GN-75, No. 15, 2010 年 3 月 
2) 佐藤究，中里拓，木戸場裕政，吉澤優，小笠原直人，布川博士，エピソード記憶に基づいた情報検索システム，
平成 21 年度電気関係学会東北支部連合大会予稿集，2009 年 8 月 
3) 畠山卓也，佐藤 究，小笠原直人，布川博士，鏡メタファを用いた実世界指向インタフェースに基づく情報端末，
平成 21 年度電気関係学会東北支部連合大会予稿集，2009 年 8 月 
4) 李雪佳，土屋一也，小笠原直人，佐藤究，布川博士，食事バランスサポートシステムにおけるユーザエクスペリ
エンスの向上に関する研究 ，平成 21 年度電気関係学会東北支部連合大会予稿集，2009 年 8 月 
5) 小笠原直人，佐藤究，布川博士，“対人好意伝達のためのコミュニケーションメディアの設計”，第 11 回日本感
性工学会大会予稿集 2009(CD-ROM), 平成 21 年 9月 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費，挑戦的萌芽研究，調理における感性の抽出と記録およびその再生に関する研究，
\2,300,000 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 該当無し 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当無し 
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(b) 学部/研究科の委員会 
評価委員会，入試検討委員会，ソフトウェア演習 TF 
(c) 学生支援 
該当無し 
(d) その他 
該当無し 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
1) 岩手県消防学校消防職員幹部教育初中級幹部科講義「IT 基礎」講師 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) 仙台応用情報学研究振興財団主任研究員 
(c) 一般教育 
該当無し 
(d) 産学連携 
該当無し 
(e) 学会などにおける活動 
該当無し 
(f) その他 
該当無し 
 
[主な業績] 
 
【題目】 
対人好意伝達のためのコミュニケーションメディアの設計 
【概要】 
対人コミュニケーションは情報伝達だけがその目的ではなく，コミュニケーションを行うことにより，対人関係の
形成や維持を行うことも重要な目的である．フォーマルコミュニケーションでは情報伝達が目的の中心になるが，
インフォーマルコミュニケーションでは対人関係の形成や維持が目的の中心になることが多い．いわゆる「たわい
ない」会話とはこの対人関係を目的としたコミュニケーションの代表的な例であり，言語メッセージの伝達よりも，
非言語メッセージによる対人好意の伝達の方がこの場合は重要である．コンピュータを利用したコミュニケーショ
ンメディア（コンピュータメディア）はその成り立ち，技術的特徴からフォーマルコミュニケーションを主目的と
して発展してきた．それゆえ，主なチャネルは言語チャネルは音声または文字であり，非言語チャネルが欠落して
いるため，インフォーマルコミュニケーションに向きにくいという問題点がある．本研究では相手を「気にしてい
る」という対人好意を「視線」という非言語情報で気軽に伝達することで，対人関係の形成や維持を目的としたコ
ミュニケーションを円滑に行えるコミュニケーションメディアの提案と設計をおこなった． 
視線を用いたコミュニケーションメディアでは，デバイスとしてはアップル社の iPhone 3GS を用い，iPhone SDK
を利用したアプリケーションとして実装している．GPS による位置情報と，電子コンパスによる携帯電話の向いてい
る方位をもとに仮想的な相手の存在を提示する． 
「見た」という視線情報は携帯電話からサーバに対し送信される．対人コミュニケーションにおける視線は，連絡
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を取りたいという意思の提示や好意を示すという働きを持つ．従って，視線を遠隔地にいる相手と連絡を取りたい，
もしくは遠くにいる相手を気にしている，好意を示したいという感情の表現に用いることは非常に直感的で自然な
表現であると考える．「視線」を用いたコミュニケーションでは，遠隔地にいる実際には見えない仮想的な相手に対
して，仮想的な「見る」という行為を行い，その視線の情報を相手に伝えることで，現実の視線が持つ相手への思
いを伝えることができる． 
      
  図 1：視線によるコミュニケーションメディア           図２：スクリーン画面 
